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南
博
方
先
生
の
人
と
業
績

は
じ
め
に

　
ω
　
南
博
方
先
生
か
ら
お
言
葉
を
頂
戴
し
た
の
は
、
昭
和
六

〇
年
四
月
、
国
立
キ
ャ
ン
バ
ス
の
教
官
室
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
。
こ
指
導
を
頂
い
て
き
た
市
原
昌
三
郎
先
生
が
三
月
末

日
を
も
っ
て
退
官
さ
れ
た
た
め
、
南
先
生
に
当
該
年
度
以
降
の

指
導
教
官
に
な
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
お
願
い
す
る
た
め
で
あ
っ

た
。
学
会
等
で
先
生
の
お
姿
を
拝
見
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

正
式
に
お
会
い
す
る
機
会
は
な
か
っ
た
の
で
、
先
輩
の
藤
原
静

雄
氏
（
現
在
、
国
学
院
大
学
法
学
部
）
、
石
井
昇
氏
（
現
在
、
甲

南
大
学
法
学
部
）
と
一
緒
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
な

り
緊
張
し
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

高
　
　
橋

滋

　
あ
の
時
か
ら
今
日
ま
で
、
八
年
の
歳
月
が
経
過
し
た
に
す
ぎ

な
い
。
四
〇
年
間
に
わ
た
る
南
先
生
の
研
究
生
活
の
う
ち
、
直

接
に
私
が
触
れ
さ
せ
て
頂
い
た
の
は
、
こ
く
一
部
で
あ
る
。
先
生

の
お
人
柄
や
ご
業
績
を
紹
介
す
る
に
つ
い
て
、
私
よ
り
適
任
の

方
も
多
数
お
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
②
　
し
か
し
な
が
ら
、
比
較
的
短
い
歳
月
の
問
に
、
南
先
生

か
ら
は
実
に
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
頂
い
た
。
論
文
内
容
に
関

す
る
こ
と
か
ら
、
研
究
姿
勢
等
の
幅
広
い
事
柄
に
つ
い
て
、
先

生
か
ら
お
教
え
を
賜
る
立
場
に
身
を
置
く
二
と
が
で
き
た
の
は
、

自
分
に
と
っ
て
き
わ
め
て
幸
運
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、

先
生
か
ら
お
教
え
頂
い
た
も
の
の
一
端
を
交
え
つ
つ
、
先
生
の
．

お
人
柄
と
そ
の
ご
業
績
等
を
、
こ
紹
介
し
、
も
っ
て
先
生
の
、
こ
退
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｛15）　南博方先生の人と業績

官
に
際
す
る
記
念
と
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
一
南
先
生
の
、
こ
略
歴

　
ω
　
先
生
は
、
昭
和
四
年
、
兵
庫
県
に
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
。

旧
制
の
第
三
高
等
学
校
を
経
て
、
昭
和
二
八
年
三
月
に
東
京
大

学
法
学
部
を
卒
業
さ
れ
て
い
る
。
直
ち
に
、
同
大
学
犬
学
院
に

進
学
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
二
・
三
年
次
の
演
習
担
当
教
官
で
あ

る
田
中
二
郎
教
授
の
強
い
勧
め
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
お
聞

き
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
当
時
、
東
京
犬
学
で
は
、
演
習
が

開
講
さ
れ
る
の
は
稀
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
演
習
は
、
後
継
考
養

成
等
の
目
的
を
も
っ
て
不
定
期
に
開
講
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
一
〇
倍
以
上
の
志
望
老
の
中
か
ら
選
抜
さ
れ
た
ゼ
ミ
に
入

り
、
さ
ら
に
選
ぱ
れ
て
研
究
生
活
を
ス
タ
i
ト
す
る
こ
と
に
な

っ
た
際
の
感
激
等
に
つ
い
て
、
先
生
は
、
幾
度
か
我
々
に
懐
か

し
そ
う
に
話
し
て
下
さ
っ
た
。

　
先
生
は
、
修
士
課
程
を
修
了
さ
れ
た
後
、
博
士
課
程
に
進
学

さ
れ
た
。
途
中
、
大
病
を
経
験
さ
れ
た
が
、
奇
跡
的
に
回
復
さ

れ
、
昭
和
三
四
年
三
月
に
博
士
課
程
を
修
了
、
法
学
博
士
の
学

位
を
授
与
さ
れ
た
。
博
士
論
文
の
テ
ー
マ
は
、
「
行
政
裁
判
制

度
ー
ド
イ
ツ
に
お
け
る
成
立
と
発
展
I
L
で
あ
る
（
右
の
経
緯

は
、
博
士
論
文
の
公
刊
書
『
行
政
裁
判
制
度
』
（
有
斐
閣
、
昭
和

三
五
年
）
の
序
文
に
詳
し
い
）
。

　
②
　
昭
和
三
四
年
四
月
、
先
生
は
、
大
阪
市
立
犬
学
法
学
部

助
教
授
に
採
用
さ
れ
、
昭
和
四
〇
年
四
月
に
は
い
ち
早
く
教
授

に
昇
進
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
頃
よ
り
、
大
阪
で
有

数
の
弁
護
士
事
務
所
を
開
か
れ
て
い
た
ご
尊
父
の
ご
病
状
が
悪

化
す
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
。
、
こ
尊
父
は
、
長
男
で
あ
る
先

生
に
事
務
所
を
継
い
で
欲
し
い
と
の
、
こ
希
望
を
か
ね
て
よ
り
表

明
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ご
希
望
は
ま
す
ま
す
強
い
も
の
と
な
っ

て
い
た
。
研
究
者
と
し
て
の
使
命
を
第
一
に
考
え
て
こ
ら
れ
た

先
生
は
長
い
問
苦
悩
さ
れ
た
が
、
つ
い
に
昭
和
四
五
年
三
月
、

大
学
を
依
願
退
職
し
て
弁
護
士
登
録
を
さ
れ
る
と
い
う
決
断
を

下
さ
れ
た
。
そ
の
時
の
、
こ
尊
父
の
お
喜
ぴ
は
一
入
で
あ
っ
た
と

聞
き
及
ん
で
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
皮
肉
に
も
、
大
学
を
離
れ
ら
れ
た
直
後
よ

り
、
当
時
創
設
さ
れ
た
国
税
不
服
審
判
所
の
審
判
官
に
学
界
代

表
と
し
て
就
任
す
る
よ
う
、
大
蔵
省
筋
か
ら
の
働
き
掛
け
が
、

先
生
に
対
し
て
開
始
さ
れ
た
。
通
常
の
行
政
不
服
審
査
機
関
よ
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り
強
化
さ
れ
た
審
判
所
の
公
正
中
立
性
を
人
事
面
か
ら
保
障
す

る
た
め
、
裁
判
所
、
検
察
、
学
界
か
ら
人
材
を
得
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
学
界
関
係
で
は
先
生
に
自
羽
の
矢
が
立
て
ら

れ
た
、
と
い
う
の
が
事
の
真
相
で
あ
っ
た
。

　
先
に
述
べ
た
よ
う
な
事
情
か
ら
犬
学
を
離
れ
ら
れ
た
先
生
は
、

も
と
よ
り
こ
の
要
請
を
固
辞
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
蔵

省
か
ら
の
働
き
掛
け
は
執
鋤
で
あ
っ
て
、
つ
い
に
は
、
入
院
中

の
，
こ
尊
父
も
要
請
を
受
諾
す
る
よ
う
先
生
に
お
勧
め
に
な
る
、

と
い
う
事
態
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
四
五
年
八
月
、
先
生

は
、
大
阪
国
税
不
服
審
判
所
部
長
審
判
官
に
就
任
す
る
と
い
う

人
生
第
二
の
決
断
を
下
さ
れ
た
。

　
も
っ
と
も
、
審
判
所
制
度
確
立
の
目
途
が
立
っ
た
時
点
で
職

を
辞
す
る
と
の
意
思
を
、
先
生
は
、
就
任
時
に
お
い
て
固
め
ら

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
審
判
所
で
ご
活
躍
の
間
も
、

先
生
の
学
究
生
活
へ
の
思
い
は
、
日
増
し
に
募
る
一
方
で
あ
っ

た
と
お
聞
き
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
大
阪
時
代
、
さ
ら
に
は
、

国
税
不
服
審
判
所
の
本
部
に
お
い
て
目
覚
し
い
活
躍
を
な
さ
っ

た
後
の
昭
和
四
八
年
、
先
生
は
、
犬
蔵
省
か
ら
の
強
い
慰
留
に

も
か
か
わ
ら
ず
審
判
所
を
辞
さ
れ
、
こ
れ
ま
た
草
創
期
に
あ
っ

た
筑
波
犬
学
に
転
じ
ら
れ
た
。

　
㈹
　
筑
波
夫
学
に
て
学
系
長
等
の
要
職
を
歴
任
し
同
大
学
の

礎
石
を
固
め
る
の
に
尽
力
さ
れ
た
後
、
先
生
は
、
本
学
へ
昭
和

五
九
年
に
着
任
さ
れ
た
（
筑
波
大
学
と
の
併
任
。
翌
年
に
配
置

換
え
）
。
本
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
八
期
一
四
〇
名
以
上
の
学
生

を
杜
会
に
送
り
出
さ
れ
、
評
議
員
や
各
種
の
委
員
と
し
て
本
学

の
運
営
に
も
力
を
注
い
で
こ
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
研
究
老
の
育
成
と
い
う
点
で
も
先
生
が
多
く
の
功

績
を
残
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
特
に
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ

う
。
周
知
の
よ
う
に
、
研
究
老
養
成
の
作
業
を
短
期
日
の
う
ち

に
行
う
の
は
大
変
に
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

先
生
は
、
市
原
昌
三
郎
先
生
か
ら
引
き
継
い
だ
大
学
院
生
の
ほ

か
、
で
自
身
で
優
秀
な
若
手
研
究
者
を
次
々
と
育
成
さ
れ
、
そ

の
な
か
に
は
、
中
華
人
民
共
和
国
、
中
華
民
国
、
犬
韓
民
国
、

フ
ィ
リ
ビ
ン
等
、
ア
ジ
ア
の
留
学
生
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

現
在
、
法
学
部
の
専
任
講
師
（
公
法
大
講
座
所
属
、
行
政
法
）

の
任
に
あ
る
周
作
彩
氏
は
、
そ
の
な
か
の
一
人
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
先
生
は
、
一
橋
大
学
出
身
の
行
政
法
研
究
老
に
対
し
て
、

学
位
取
得
、
薯
書
論
文
の
執
筆
、
学
会
報
告
の
際
に
、
惜
し
み
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｛17）　南博方先生の人と業績

無
い
援
助
を
与
え
て
こ
ら
れ
た
。

　
今
日
、
筆
者
は
、
行
政
法
学
界
に
お
い
て
指
導
的
な
立
場
に

あ
る
先
生
方
か
ら
、
「
一
橋
出
身
の
行
政
法
学
者
は
全
国
的
に

注
目
さ
れ
る
存
在
に
な
っ
て
い
る
」
と
の
評
判
を
お
聞
か
せ
頂

き
、
同
時
に
、
筆
老
に
対
す
る
、
こ
鞭
撞
を
頂
く
機
会
が
多
い
。

こ
の
よ
う
な
評
価
を
一
橋
の
行
政
法
学
が
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
も
、
南
先
生
が
、
市
原
先
生
の
、
こ
功
績
を
承
継
さ
れ
て
、

そ
の
発
展
の
芽
を
着
実
に
育
て
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の

と
い
っ
て
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

三
　
南
先
生
の
、
こ
業
績

　
ω
　
先
生
が
大
学
院
に
お
い
て
研
究
生
活
を
開
始
さ
れ
た
の

は
、
敗
戦
に
お
け
る
杜
会
の
混
乱
も
あ
る
程
度
落
ち
着
き
、
新

進
気
鋭
の
研
究
老
が
各
大
学
の
研
究
室
か
ら
次
々
と
巣
立
っ
て

い
っ
た
頃
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
わ
が
国
の
行
政
法
理
論

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
敗
北
の
後
、
日
本
国
憲
法
の

成
立
に
よ
る
憲
法
原
理
の
転
換
と
行
政
裁
判
所
の
廃
止
と
い
う

一
犬
変
革
を
経
験
し
た
。
そ
の
よ
う
な
変
革
か
ら
十
年
が
経
過

し
て
い
な
い
こ
の
時
代
は
、
今
後
わ
が
国
の
行
政
法
学
が
拠
る

べ
き
新
た
な
理
論
を
求
め
て
、
行
政
法
研
究
者
が
夫
々
に
坤
吟

を
重
ね
て
い
た
と
き
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
各
国
の
行
政
法
制
度
に
関
す
る
本
格

的
な
比
較
法
研
究
が
若
手
研
究
老
に
よ
っ
て
次
々
と
発
表
さ
れ

て
い
っ
た
の
は
、
自
然
の
趨
勢
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

よ
う
。
あ
る
者
は
、
戦
前
わ
が
国
に
強
い
影
響
を
与
え
て
き
た

ド
イ
ツ
の
制
度
理
論
に
代
わ
り
う
る
モ
デ
ル
を
求
め
、
フ
ラ
ン

ス
や
英
米
の
行
政
法
に
関
す
る
本
格
的
な
研
究
に
着
手
し
て
い

っ
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
制
度
理
論
に
つ
い
て
も
、
わ
が
国
に

対
す
る
意
義
と
限
界
と
を
客
観
的
に
分
析
す
る
た
め
に
、
背
後

に
存
す
る
杜
会
的
歴
史
的
基
盤
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
行
政
裁
判

制
度
の
歴
史
的
発
展
過
程
を
綿
密
に
検
討
し
、
右
制
度
の
も
つ

普
遍
性
と
特
殊
性
と
を
解
明
し
た
南
先
生
の
論
文
は
、
後
者
の

類
型
に
属
す
る
先
駆
的
業
績
の
一
つ
で
あ
る
。

　
『
行
政
裁
判
制
度
』
（
前
出
）
の
序
文
の
な
か
で
、
先
生
は
、

各
国
に
お
け
る
公
法
と
私
法
と
の
分
化
の
過
程
は
そ
の
国
の
行

政
裁
判
制
度
の
発
達
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ

れ
、
行
政
裁
判
制
度
の
歴
史
的
及
ぴ
理
論
的
根
拠
を
知
る
こ
と
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は
、
公
法
（
行
政
法
）
の
特
殊
性
に
伴
う
諸
問
題
を
解
く
鍵
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
我
々
は
、
右
の
指
摘
か
ら
、

ド
イ
ツ
行
政
裁
判
制
度
の
成
立
と
発
展
の
過
程
を
歴
史
的
に
分

析
す
る
作
業
を
通
じ
て
、
先
生
が
、
ド
イ
ツ
行
政
法
の
制
度
理

論
に
解
明
の
光
を
あ
て
よ
う
と
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

　
　
　
○

き
よ
・
つ

　
同
書
の
な
か
で
、
先
生
は
、
ま
ず
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
近
代

的
行
政
裁
判
制
度
が
一
九
世
紀
後
半
に
導
入
さ
れ
る
以
前
、
一

七
、
八
世
紀
プ
ロ
イ
セ
ン
の
官
房
司
法
（
宍
～
昌
ヨ
①
ユ
易
爵
）
、

一
九
世
紀
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
O
o
毒
窃
ω
§
后
①
ユ
9
房
訂
宍
①
岸

及
ぴ
一
九
世
紀
初
頭
の
中
・
南
ド
イ
ツ
の
行
政
司
法

（
＞
α
昌
巨
g
s
巨
く
甘
邑
N
）
が
、
固
有
の
歴
史
的
背
景
の
も
と
に

形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
特
に
、
先
生

は
、
そ
の
な
か
で
、
中
・
南
ド
イ
ツ
の
行
政
司
法
の
組
織
、
権

限
及
び
手
続
が
後
の
近
代
的
行
政
裁
判
制
度
に
犬
き
な
影
響
を

与
え
た
こ
と
、
行
政
司
法
に
関
す
る
当
時
の
薯
作
の
な
か
に
お

い
て
、
右
制
度
の
組
織
・
手
続
を
司
法
化
す
べ
き
で
あ
る
と
の

提
案
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
行
政
司
法
の
制
度
と

こ
れ
に
関
す
る
当
時
の
学
説
の
先
駆
的
意
義
を
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
先
生
は
、
ボ
ン
基
本
法
下
に
お
け
る
行
政
裁
判
制

度
の
改
革
を
、
完
全
な
形
で
の
裁
判
機
関
化
と
特
徴
づ
け
た
後
、

右
制
度
の
も
と
で
の
新
た
な
理
論
的
課
題
に
つ
き
考
察
を
加
え

ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
同
書
に
お
い
て
、
先
生
は
、
ド
イ
ツ
行
政
裁

判
制
度
の
成
立
と
発
展
の
歴
史
を
、
特
殊
な
沿
革
的
理
由
か
ら

行
政
組
織
の
な
か
に
発
達
し
て
き
た
制
度
が
完
全
な
裁
判
機
関

へ
と
移
行
し
て
い
く
過
程
と
把
握
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
、
中
・

南
ド
イ
ツ
の
制
度
理
論
の
果
た
し
た
先
駆
的
役
割
を
鋭
く
指
摘

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
分
析
は
、
そ
れ
ま
で
の
プ
ロ
イ
セ
ン
中

心
の
ド
イ
ツ
行
政
裁
判
制
度
観
に
対
し
て
、
大
幅
な
修
正
を
追

る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
行
政
訴
訟
制
度
に
つ
い
て
の
断

片
的
・
平
板
的
な
知
識
し
か
も
ち
あ
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
当
時

に
お
け
る
、
初
の
本
格
的
ド
イ
ツ
行
政
訴
訟
制
度
論
で
あ
る
先

生
の
薯
作
は
、
以
後
、
ド
イ
ツ
の
行
政
法
理
論
を
研
究
し
よ
う

と
す
る
老
、
ひ
い
て
は
、
行
政
法
理
論
の
本
格
的
考
察
を
行
お

う
と
す
る
者
に
と
っ
て
、
必
読
の
書
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
、
同
書
が
当
時
の
わ
が
国
の
行
政
訴
訟
制
度
運
営
に

18
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与
え
た
影
響
も
、
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
わ

が
国
で
は
、
行
政
裁
判
所
が
廃
止
さ
れ
、
司
法
裁
判
所
が
行
政

事
件
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
民

刑
事
に
加
え
、
新
た
に
行
政
事
件
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た

司
法
裁
判
官
に
か
な
り
の
戸
惑
い
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

現
在
か
ら
も
容
易
に
想
像
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か

で
、
行
政
裁
判
制
度
の
完
全
な
裁
判
機
関
化
こ
そ
歴
史
の
発
展

方
向
で
あ
る
こ
と
、
行
政
訴
訟
の
今
後
の
在
り
方
等
を
示
し
た

先
生
の
書
は
、
司
法
裁
判
官
の
不
安
を
取
り
除
く
う
え
で
、
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

　
②
　
先
生
は
、
右
の
著
作
以
後
、
わ
が
国
の
行
政
訴
訟
制
度

に
関
す
る
薯
作
を
次
々
と
発
表
さ
れ
、
行
政
訴
訟
法
理
論
の
発

展
に
多
夫
な
貢
献
を
さ
れ
た
。
そ
の
代
表
作
は
論
文
集
『
行
政

訴
訟
の
制
度
と
理
論
』
（
有
斐
閣
、
昭
和
四
三
年
）
に
収
録
さ
れ

て
由
り
、
先
生
の
編
に
よ
る
行
政
事
件
訴
訟
法
の
コ
ン
メ
ン
タ

ー
ル
『
注
釈
行
政
事
件
訴
訟
法
』
（
有
斐
閣
、
昭
和
四
七
年
）

は
、
現
在
も
関
係
者
の
高
い
評
価
を
え
て
い
る
（
近
く
は
、
『
条

解
行
政
事
件
訴
訟
法
』
（
弘
文
堂
、
昭
和
六
二
年
）
も
刊
行
さ
れ

て
い
る
）
。

　
さ
ら
に
、
そ
の
後
も
、
先
生
は
、
研
究
を
行
政
不
服
審
査
制

度
に
拡
げ
ら
れ
、
こ
れ
に
関
す
る
薯
作
『
注
釈
行
政
不
服
審
査

法
』
（
共
薯
、
第
一
法
規
、
昭
和
五
〇
年
）
、
『
租
税
争
訟
の
理
論

と
実
際
』
（
弘
文
堂
、
昭
和
五
〇
年
）
等
を
ま
と
め
ら
れ
た
。
計

画
行
政
や
環
境
行
政
等
、
現
代
行
政
の
展
開
に
対
応
す
る
行
政

争
訟
法
理
論
の
発
展
に
も
努
力
さ
れ
（
参
照
『
紛
争
の
行
政
解

決
手
法
』
（
有
斐
閣
、
平
成
五
年
）
）
、
今
日
、
先
生
は
行
政
争
訟

法
の
第
一
人
者
と
し
て
の
地
位
を
確
固
た
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。

　
な
お
、
行
政
不
服
審
査
制
度
に
関
す
る
業
績
の
な
か
に
は
、

ご
自
身
が
制
度
の
確
立
に
あ
た
ら
れ
た
国
税
不
服
審
査
制
度
に

関
す
る
研
究
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
含
ま
れ
て
い
る
（
前

掲
『
租
税
争
訟
の
理
論
と
実
際
』
の
ほ
か
、
『
注
釈
国
税
不
服
審

査
．
訴
訟
法
』
（
編
薯
、
第
一
法
規
、
昭
和
五
七
年
）
）
。
例
え

ぱ
、
国
税
不
服
審
査
に
お
け
る
争
点
主
義
的
運
営
を
考
案
さ
れ
、

あ
る
い
は
、
推
計
課
税
の
審
査
に
つ
い
て
、
こ
れ
に
理
論
的
裏

付
け
を
与
え
ら
れ
た
の
は
、
南
先
生
で
あ
る
。
国
税
不
服
審
判

所
は
、
昨
年
、
創
設
二
〇
周
年
を
迎
え
た
が
、
右
制
度
が
今
日

ま
で
行
政
救
済
制
度
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
続
け
て
い
る
う
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え
で
、
創
設
斯
に
お
け
る
先
生
の
功
績
の
犬
き
か
っ
た
こ
と
に

疑
い
は
な
い
。

　
㈹
　
行
政
手
続
の
分
野
に
お
い
て
も
、
先
生
の
ご
業
績
は
顕

薯
で
あ
る
。
わ
が
国
と
同
様
、
長
年
に
わ
た
っ
て
統
一
的
な
行

政
手
続
法
典
を
も
た
な
か
っ
た
西
ド
イ
ツ
（
統
二
則
）
で
は
、

一
九
七
六
年
、
行
政
手
続
法
の
制
定
に
成
功
し
、
行
政
手
続
後

進
国
の
地
位
を
脱
し
た
。
先
生
は
、
西
ド
イ
ツ
行
政
手
続
法
に

つ
い
て
、
草
案
の
段
階
か
ら
い
ち
早
く
紹
介
に
取
り
組
ま
れ
、

ま
た
、
イ
タ
リ
ア
の
行
政
手
続
理
論
を
紹
介
さ
れ
る
等
、
学
界

を
リ
ー
ド
す
る
業
績
を
挙
げ
ら
れ
た
（
参
照
『
行
政
手
続
と
行

政
処
分
』
（
弘
文
堂
、
昭
和
五
五
年
）
）
。
さ
ら
に
、
先
生
は
、
昭

和
五
〇
年
頃
よ
り
行
政
管
理
庁
に
お
け
る
研
究
会
を
主
宰
さ
れ
、

昭
和
五
五
年
か
ら
は
故
雄
川
一
郎
教
授
が
座
長
と
な
っ
た
行
政

手
続
法
研
究
会
（
行
政
管
理
庁
、
第
一
次
）
に
も
参
加
さ
れ
て

い
る
。

　
ち
な
み
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
行
政
手
続
法
制
定
の
機
運

が
よ
う
や
く
熟
し
、
平
成
五
年
現
在
開
会
中
の
通
常
国
会
に
法

律
案
が
上
程
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
行
政
手
続
法
制
定
に
向
け
、

多
く
の
行
政
法
研
究
老
が
努
力
を
重
ね
て
き
た
が
、
同
法
の
成

立
が
期
待
さ
れ
る
今
、
先
生
の
貢
献
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き

も
の
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
行
政
手
続
法
の
成
立
に
向
け
、
先

生
を
中
心
に
、
同
法
の
解
説
書
や
座
談
会
等
の
企
画
が
準
備
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
関
係
各
方
面
か
ら
注
目
を
集
め
る
こ

れ
ら
の
企
画
の
公
表
を
、
筆
者
は
、
他
の
老
と
と
も
に
大
き
な

期
待
を
も
っ
て
待
ち
望
ん
で
い
る
。

　
ω
　
南
先
生
の
主
要
な
業
績
と
し
て
、
最
後
に
、
公
害
紛
争

調
停
に
関
す
る
研
究
を
挙
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
先
生
は
、
平

成
元
年
、
独
立
行
政
委
員
会
で
あ
る
公
害
等
調
整
委
員
会
の
非

常
勤
委
員
に
就
任
さ
れ
、
現
在
も
ご
活
躍
中
で
あ
る
。
非
常
勤

委
員
が
業
務
に
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
は
重
い
負
担
を
伴
う

も
の
で
あ
る
が
、
先
生
は
、
ス
バ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
よ
る
粉
塵
公

害
に
関
す
る
調
停
事
件
、
ゴ
ル
フ
場
の
農
薬
使
用
に
関
す
る
調

停
事
件
等
、
関
係
老
の
注
目
を
集
め
る
数
々
の
事
件
を
手
掛
け

ら
れ
た
。

　
そ
の
な
か
で
、
先
生
は
、
従
来
と
も
す
れ
ば
裁
判
手
続
に
準

じ
た
運
用
に
傾
い
て
い
た
調
停
実
務
の
修
正
を
試
み
ら
れ
、
迅

速
で
柔
軟
な
救
済
を
与
え
る
紛
争
の
行
政
解
決
手
法
の
特
色
を

十
分
に
生
か
す
よ
う
努
力
さ
れ
た
。
例
え
ぱ
、
現
在
、
公
害
等

〃



（21）　南博方先生の人と業績

調
整
委
員
会
は
、
現
実
に
公
害
の
生
じ
て
い
な
い
場
合
に
つ
い

て
、
「
お
そ
れ
公
害
」
の
段
階
で
調
停
申
請
を
受
理
し
、
当
事
老

が
立
法
・
行
政
上
の
措
置
を
要
求
し
て
き
た
場
合
に
お
い
て
、

「
民
事
上
の
紛
争
」
（
公
害
紛
争
処
理
法
二
六
条
一
項
）
の
解
決

に
必
要
な
限
り
は
、
こ
れ
を
調
停
項
目
に
盛
り
込
む
こ
と
を
認

め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
南
先
生
の
考
え
方
が

影
響
を
与
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
公
害
紛
争
で
は
、
紛
争
の
対
象
と
な
る
行
為
が
実
際

に
公
害
を
惹
起
す
る
お
そ
れ
を
有
し
て
い
る
か
否
か
の
科
学
的

判
断
が
争
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
先
生
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合

に
つ
い
て
、
委
員
会
の
も
つ
職
権
調
査
権
を
行
使
し
、
大
規
模

な
調
査
・
模
擬
実
験
を
実
施
す
る
等
、
当
事
者
に
納
得
の
い
く

科
学
的
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
よ
う
主
張
さ
れ
、
現
に
幾
つ
か
の

困
難
な
紛
争
調
停
を
成
功
に
導
か
れ
た
（
参
照
『
紛
争
の
行
政

解
決
手
法
』
（
前
出
）
）
。

　
㈲
　
以
上
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
博
士
論
文
に
は
じ
ま
る
南

先
生
の
、
こ
業
績
は
、
救
済
の
制
度
・
手
続
に
関
す
る
研
究
と
い

う
点
に
お
い
て
、
見
事
な
ま
で
に
首
尾
一
貫
し
て
い
る
。
右
の

制
度
は
あ
ら
ゆ
る
行
政
領
域
に
存
在
し
て
お
り
、
上
述
の
研
究

手
法
を
と
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
生
の
ご
業
績
は
あ
ら
ゆ

る
行
政
領
域
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
か
く
し
て
、
南

先
生
は
、
現
在
の
行
政
法
学
界
を
代
表
す
る
研
究
老
の
一
人
で

あ
る
と
目
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
專
門
化
の
進
ん
だ
今
日
、
行
政
法
と
租
税
法
と
の
両

分
野
に
通
暁
し
て
い
る
研
究
者
は
、
稀
有
な
存
在
と
な
っ
た
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
も
、
両
分
野
に
お
い
て
輝
か
し
い
業
績
を

も
っ
て
お
ら
れ
る
先
生
の
存
在
は
、
現
在
の
学
界
に
お
い
て
ま

す
ま
す
重
み
を
増
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

四
　
南
先
生
の
学
問
の
特
色

　
ω
　
南
先
生
は
、
そ
の
業
績
か
ら
ド
イ
ツ
的
な
発
想
を
行
う

研
究
老
で
あ
る
と
、
一
般
に
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
先
生
は
、
旧
制
三
高
の
時
代
は
文
科
甲
類
（
英
語
科
）
に

所
属
さ
れ
て
お
り
、
犬
学
に
お
い
て
も
英
米
の
法
律
学
を
広
く

勉
強
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
大
学
院
で
は
、
当
時
来
日
中
の
W
・

ゲ
ル
ホ
ー
ン
（
幸
巴
冨
『
O
①
＝
プ
o
昌
）
教
授
の
厳
し
い
ス
タ
ヅ

フ
・
セ
ミ
ナ
ー
に
、
た
だ
一
人
最
後
ま
で
参
加
し
通
さ
れ
た
経

験
を
も
た
れ
て
い
る
。
先
生
の
ゲ
ル
ホ
ー
ン
教
授
へ
の
傾
倒
は

〃
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並
大
低
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、
ス
モ
ー
ル
・
ゲ
ル
ホ

ー
ン
と
い
う
呼
ぴ
名
を
研
究
室
で
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
逸
話
が

残
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
先
生
の
占
こ
業
績
に
は
、
ゲ
ル
ホ
ー
ン
教
授
の
影

響
に
基
づ
く
英
米
法
的
な
発
想
を
随
所
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ぱ
、
ゲ
ル
ホ
ー
ン
教
授
は
、
先
生
に
対
し
、
行
政
の
行
為

も
司
法
行
為
も
国
家
行
為
と
い
う
点
に
お
い
て
類
似
の
性
格
を

も
ち
、
そ
れ
ゆ
え
、
手
続
保
障
の
考
え
方
を
行
政
行
為
に
適
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
行
政
手

続
を
重
視
す
る
先
生
の
考
え
方
は
、
既
に
夫
学
院
の
時
代
に
お

い
て
養
わ
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
田
中
二
郎
博
士
等
の
通
説
が
、
民
法
の
意
思
表
示
理

論
の
借
用
に
基
づ
き
、
行
政
処
分
を
法
律
行
為
的
行
政
処
分
と

準
法
律
行
為
的
行
政
処
分
と
に
分
け
、
さ
ら
に
細
か
く
分
類
し

て
き
た
こ
と
を
、
最
初
に
批
判
さ
れ
た
の
が
南
先
生
で
あ
る
こ

と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
先
生
は
、
行
政
行
為
に
民
法
の

意
思
表
示
理
論
を
適
用
す
る
こ
と
は
基
本
的
に
誤
り
で
あ
る
と

す
る
立
場
か
ら
、
こ
の
批
判
を
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の

考
え
方
の
源
は
、
行
政
行
為
を
私
人
の
行
為
と
区
別
し
、
国
家

行
為
と
し
て
の
性
格
を
強
調
す
る
ゲ
ル
ホ
ー
ン
教
授
の
示
唆
に

遡
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
先
生
は
、
行
政
権
の
帰
属
主
体
を
国
ま
た

は
公
共
団
体
と
み
る
伝
統
的
な
見
解
を
批
判
さ
れ
、
国
民
主
権

原
理
の
も
と
で
は
、
行
政
権
の
帰
属
主
体
（
行
政
主
体
）
は
、

国
民
の
信
託
を
受
け
た
政
府
と
み
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
さ
れ

て
い
ヶ
（
『
行
政
法
』
（
有
斐
閣
、
平
成
二
年
）
）
。
こ
の
考
え
方

に
も
、
ア
メ
リ
カ
公
共
信
託
理
論
の
影
響
を
看
取
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
ろ
う
。

　
②
　
ま
た
、
国
税
不
服
審
判
所
の
確
立
期
に
お
け
る
業
績
や

公
害
等
調
整
委
員
会
の
諸
活
動
に
対
す
る
理
論
的
貢
献
等
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
現
実
の
行
政
活
動
や
裁
判
に
対
し
て
犬
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
点
に
、
南
先
生
の
学
間
的
活
動
の
特
色
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
国
公
有
地
土
地
信
託
制
度
の
導
入
が

先
生
の
提
言
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
知
る
も
の
は
多

い
で
あ
ろ
う
。
伝
統
的
学
説
の
堅
い
基
盤
に
依
拠
し
な
が
ら
、

個
々
の
局
面
で
は
実
に
柔
軟
か
つ
思
い
切
っ
た
発
想
を
も
っ
て
、

現
実
に
切
り
込
ん
で
い
く
の
が
、
南
行
政
法
学
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
先
生
の
理
論
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
実
務
の
側
も
安
心
し

〃
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て
、
先
生
の
リ
ー
ド
さ
れ
る
方
向
に
制
度
運
用
を
発
展
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
ち
な
み
に
、
先
生
の
恩
師
田
中
二
郎
博
士
は
、
「
実
務
を
半
歩

リ
ー
ド
す
る
」
の
が
行
政
法
理
論
の
務
め
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
自
ら
の
信
条
に
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意

味
に
お
い
て
、
南
先
生
は
恩
師
田
中
博
士
の
行
政
法
学
を
も
っ

と
も
忠
実
に
受
け
継
い
で
い
る
、
と
の
評
価
は
正
鵠
を
得
た
も

の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
㈹
　
こ
れ
ま
で
の
記
述
か
ら
、
南
先
生
は
法
解
釈
の
み
を
自

ら
の
職
務
と
し
て
き
た
学
者
で
あ
る
、
と
み
る
向
き
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
南
先
生
も
、
，
こ
自
分
が
学
界
に
お
い
て
そ
の
よ

う
な
人
物
で
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
し
ぱ
し
ぱ
苦
笑

交
り
で
我
々
に
お
話
し
に
な
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
先
生
は
、
旧
制
三
高
時
代
、
二
ー
チ
ェ
、

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
等
の
実
存
主
義
哲
学
を
中
心
と
し
て
近
現
代
哲

学
の
勉
強
に
打
ち
込
ま
れ
、
こ
れ
が
先
生
の
学
問
の
見
え
ざ
る

基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
三
高
時
代
、
先
生
が
織
田
作

之
助
の
指
導
の
も
と
で
文
学
を
志
さ
れ
た
こ
と
は
、
現
在
で
は

少
数
の
老
に
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
逸
話
で
あ
る
。

　
現
行
法
制
度
の
枠
を
越
え
て
、
現
実
を
動
か
し
う
る
立
法
・

政
策
的
な
提
言
を
行
う
こ
と
を
、
先
生
が
自
ら
の
信
条
と
さ
れ
、

こ
れ
を
実
行
さ
れ
て
い
る
の
も
、
旧
制
三
高
の
リ
ベ
ラ
ル
な
雰

囲
気
の
も
と
で
養
わ
れ
た
深
い
思
索
と
豊
か
な
感
性
と
に
基
づ

く
現
実
杜
会
の
洞
察
に
、
先
生
の
学
問
が
支
え
ら
れ
て
い
る
か

ら
に
ほ
か
な
る
ま
い
。

五
　
お
わ
り
に

　
ω
　
南
先
生
は
、
そ
の
学
問
的
な
ご
業
績
の
故
に
、
各
種
国

家
試
験
委
員
を
歴
任
さ
れ
、
日
本
学
術
会
議
会
員
に
選
任
さ
れ

る
等
、
公
害
等
調
整
委
員
会
以
外
に
も
、
杜
会
的
に
活
躍
な
さ

っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ワ
シ
ン
ト
ン
犬
学
の

客
員
教
授
の
地
位
を
与
え
ら
れ
、
東
ア
ジ
ア
の
学
者
・
実
務
家

と
も
交
流
を
積
極
的
に
も
た
れ
る
な
ど
、
そ
の
，
こ
活
躍
は
広
く

海
外
に
及
ん
で
い
る
。

　
行
政
不
服
審
判
所
時
代
の
先
生
は
、
有
能
な
官
僚
特
有
の
鋭

利
な
刃
物
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
、
他
の
者
の
畏
敬
を
集

め
る
存
在
で
あ
っ
た
と
聞
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
橋
時
代
の

先
生
は
、
威
厳
の
な
か
に
も
学
生
を
見
守
る
、
暖
か
い
印
象
を
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与
え
る
教
育
者
で
あ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
一
橋
で
は
、
先
生

の
周
り
に
つ
ね
に
学
生
が
集
ま
っ
て
い
た
。

　
杜
会
的
活
動
や
教
育
に
先
生
は
息
を
継
が
れ
る
暇
も
な
い
の

で
は
な
い
か
と
、
院
生
達
が
傍
か
ら
心
配
す
る
程
の
日
々
で
あ

っ
た
。

　
②
　
し
か
し
な
が
ら
、
驚
嘆
す
べ
き
こ
と
に
、
そ
の
な
か
に

あ
っ
て
も
先
生
は
決
し
て
著
作
の
手
を
休
ま
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。

　
最
近
、
先
生
に
相
前
後
し
て
各
犬
学
の
研
究
室
を
巣
立
ち
、

戦
後
の
行
政
法
学
を
担
わ
れ
た
諸
先
生
方
が
、
あ
る
い
は
古
稀

に
よ
り
犬
学
を
去
ら
れ
、
あ
る
い
は
定
年
等
に
よ
り
新
た
な
大

学
へ
と
転
じ
ら
れ
て
い
る
。
行
政
法
学
は
、
ま
た
新
た
な
世
代

交
替
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
と
の
見
方
も
有
力
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
諸
先
生
の
な
か
に
、
引
き
続
き
活
発
な

、
こ
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
る
方
の
お
ら
れ
る
こ
と
を
、
我
々
は

忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
南
先
生
は
そ
の
お
一
人
で
あ
り
、
先
生

は
こ
れ
ま
で
に
増
し
て
旺
盛
な
研
究
意
欲
を
燃
や
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ぱ
、
近
薯
『
紛
争
の
行
政
解
決
手
法
』
（
前
出
）
は
、
最

新
の
先
生
の
，
こ
業
績
を
収
録
し
た
論
文
集
で
あ
る
。
．
ま
た
、
最

近
、
先
生
は
、
日
本
学
術
会
議
の
活
動
の
な
か
で
醸
成
さ
れ
た

新
し
い
テ
ー
マ
「
巨
犬
シ
ス
テ
ム
と
法
」
の
解
明
に
意
欲
を
燃

や
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
前
述
の
如
く
、
先
生
は
、
行
政
手

続
法
に
関
す
る
各
種
の
企
画
も
積
極
的
に
立
案
さ
れ
て
い
る
。

南
先
生
の
、
こ
活
動
が
今
後
も
注
目
を
集
め
て
い
く
で
あ
ろ
う
こ

と
に
、
疑
い
は
な
い
。

　
㈹
　
ち
な
み
に
、
も
っ
と
も
優
れ
た
指
導
の
秘
訣
と
は
、
自

ら
が
積
極
的
に
新
た
な
境
地
を
切
り
開
き
、
そ
の
後
ろ
姿
を
後

継
着
達
に
示
す
こ
と
で
あ
る
と
、
先
生
は
筆
老
に
言
わ
れ
た
こ

と
が
あ
る
。
前
を
歩
ま
れ
る
先
生
の
お
姿
は
、
現
時
点
に
お
い

て
ま
だ
ま
だ
遥
か
に
遠
い
。
研
究
老
の
途
を
選
択
し
た
時
期
も

遅
く
、
学
問
的
進
歩
の
ス
ピ
ー
ド
の
鈍
い
筆
老
で
は
あ
る
が
、

先
生
の
開
か
れ
た
途
を
精
一
杯
歩
み
通
し
て
い
く
こ
と
の
犬
切

さ
を
肝
に
銘
じ
て
、
本
稿
を
閉
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
［
追
記
］
　
本
稿
を
記
す
に
あ
た
り
、
田
中
門
下
の
後
輩
で
あ
り
、

　
本
学
に
南
先
生
の
後
任
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
た
原
田
尚
彦
教

　
授
の
、
こ
示
唆
を
受
け
た
。
本
号
に
論
文
．
こ
執
筆
の
労
を
お
と
り

　
頂
い
た
こ
と
を
含
め
、
こ
こ
に
お
礼
を
申
し
あ
げ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
犬
学
助
教
授
）

〃




